


研究成果　

研究テーマ名： 高付加価値設計・製造を実現するレーザコーティング技術の研究開発
実施機関：  大阪大学接合科学研究所、日本原子力研究開発機構、石川県工業試験場、

大阪富士工業（株）、（株）村谷機械製作所、山陽特殊製鋼（株）、古河電気工業（株）
問合せ先：  大阪大学接合科学研究所　tukamoto@jwri.osaka-u.ac.jp
活用の場：  石川県工業試験場　funada@irii.jp

大阪大学接合研にはレーザーコーティング技術のプラットフォーム、石川県工業試験場には非モルテン
プール型レーザーコーティング技術のプラットフォームを整備し、同時にシミュレーションコードSPLICE
を日本原子力研究開発機構が運用して現場をサポートできる体制を構築しました。今後も、拠点間の連携
を密にし、レーザーコーティング技術を発展させていきます。

今後の展望

①IRレーザーと青色半導体レーザーを組み合わせたマルチカラーレーザーコーティング装置を世界で
初めて開発しました。これによって、純銅のコーティングを実現しました。本技術は核融合炉などへの
展開が期待されています。

②相変化を含む多相流場を気―液―固統一非圧縮性粘性流により定式化した計算科学シミュレーション
コードSPLICEを構築しました。同コードをクラウド上で運用することで高度な数値解析を市販の
パソコン上で行うことが出来るようになりました。

① マルチカラーレーザーコーティング装置 ② レーザーコーティングシミュレーションコード
SPLICE

関西・北陸エリアから世界へ発信！ 石川県工業試験場
非モルテンプール型レーザーコーティング
技術のプラットフォーム（拠点）

日本原子力研究開発機構
シミュレーションコードSPLICEのクラウド運用
（サポート体制）

大阪大学接合研
レーザーコーティング技術の
プラットフォーム（拠点）


